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第４７回埼玉県手をつなぐ育成会大会の骨子が決る 

７月１１日（日）深谷市民文化会館で行われる県大会の内容がほぼ固まりました（3/19 準備委員会）。 

内容は同封の要綱をご覧下さい。親の会に少なくとも５０名の参加要請が来ています。 是非、

お誘い合わせて参加して下さい。別途、大会参加要請を行いますので、親と障害者本人の予定

の確保をお願いします。参加費（含む、お弁当）は親の会で負担します。 

今回は午後の講演会（大ホール）に元マラソンランナー・松野明美さんに「人生は一番じゃ

なくてもいい！生れてくれてありがとう」のテーマで、一人の障害児（ダウン症・男の子）の

母親としての想いや願いを熱く語って頂きます。松野明美さんから沢山の元気をもらいましょう。 

 

また、本人大会（小ホール）は障害者本人が出演する

レクリェーション「本人と一緒に唄やゲームを楽しみま

しょう」や小会議室での「本人のつどい：みんなのギモ

ン…分りやすさの追求」があります。 

たんぽぽ作業所、みんなのいえ、生活ホームの方々の

沢山参加をお願いします。 

平成２２年度親の会総会の出席依頼 

 ５月１２日（水）10～１２時、つくしの家（たんぽぽ作業所･隣接）で深谷地区肢体不自由児者父母の会と合

同総会となります。総会議案は右の記載内容ですが、特に、４０周年記念の 

県大会の費用を特別会計から出させて頂きたく、ご審議をお願いします。 

１．参加者にはお弁当と記念品を準備します。添付の葉書で事務局へ必ず連絡。 

２．年会費 ２，５００円をお支払い下さい。 

  欠席者は①たんぽぽ作業所、みんなのいえ、生活ホームに預けて下さい。 

  ②会報手渡しの方は５/中旬の訪問時お支払い下さい。③または、次の 

  銀行口座に振り込みください。 

 

 

３．総会場所へのアクセスは同封の「つくし・たんぽぽ春まつり」のチラシをご覧下さい。 

高齢化する親と本人の問題について 

３月２日（火）埼玉知的障害者相談員北部ブロック研修会で相談員他１３名で討議した。皆さんからカードに

問題点（６７枚）を出して頂き、問題点を要約した。一番多いカード順は①「家族との話し合い」に起因する問

題で、親の高齢化、親亡き後、障害者本人を誰が面倒見るかなど意外と家族間で話し合っていないこと。 

②「看護ケア相談」する場所がない、親と本人セットで相談する場所があると良い。③「行政の意識改革」法律

や手続きに精通して欲しい（特に他部門との連携）。④「成年後見・財産管理」の手法･指導。⑤「在宅から入所

への対応」高齢化してから入る所がない。⑥「地域での受け入れ態勢」個人情報保護などで誰をサポートすれば

良いか分らない。⑦「所得保障の制度の確立」現在の収入では暮せない。などが上げられた。 

※困った事は相談員の、梶山（572-2863）、金子（571-4583）、滝上（532-7278）の連絡下さい。 

今後の予定 

・4 月 17 日（土）・・「つくし・たんぽぽ春まつり」 

・午前 10 時～午後 3 時、場所：たんぽぽ作業所広場 

※親の会も主催しています。チラシをご覧頂き、多数の参加を

お待ちしています 

配 布 物 

１．深谷市手をつなぐ親の会通信＃28 
２．やまびこ 214、215 号 
３．埼玉県手をつなぐ育成会の県大会要綱 
４．「つくし・たんぽぽ春まつり」チラシ 
５．総会出欠・返信はがき（対象者のみ） 

議事 
１．平成２１年度事業報告・   

収支決算・監査報告 
２．平成２２年度事業計画・ 

収支予算案 
３．県大会臨時出費（案） 

 

※総会終了後、親の会 
懇談昼食会を行います 
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